
教育とデータサイエンス：初等中等教育

から大学への接続 

1. データサイエンスの定義と社会的位置づけ 

データサイエンスは非常に間口の広い学問であり、大量のデータの集積・分析を通じ

て必要な知見を見出し、価値を創造する分野です。現代社会においては、ビジネス、

医療、行政、マーケティングなど多岐にわたる分野で意思決定や戦略立案の基盤と

なっています。 

大学教育においては、数理・データサイエンス・AI に関する知識・技術を体系的に学

ぶ「プログラム認定制度」が整備されており、リテラシーレベルから応用基礎レベルま

で、アルゴリズムやデータ可視化などの教育が展開されています。 

2. 初等中等教育におけるデータサイエンスの役割 

大学での専門的な学びに接続するためには、小学校・中学校・高等学校という「初等

中等教育」における基盤作りが不可欠です。ここでの教育の核心は、特定の教科知

識の習得だけではなく、**「情報活用能力」**の育成にあります。 

学習指導要領と能力の定義 

文部科学省の「ネクストハイスクール構想（2040 年に向けた高校教育改革）」では、不

確実な時代を自立して生き抜くため、**「AI に代替されない能力」**の育成が掲げら

れています。これに関連し、以下の資質・能力の育成がデータサイエンス教育の土台

となります。 

• 言語能力： 情報を読み解き、論理的に構成する力。 

• 情報活用能力： 情報を収集・比較・分析し、表現・発信する力。 

• 問題発見・解決能力： 課題を自ら見出し、データを用いて解決策を探る力。 

3. 具体的活用分野と学問的背景 



データサイエンスを支える主要な学問分野には、統計学、情報工学、機械工学があり

ます。 

• 統計学： 誤差やばらつきの把握、因果関係の判断（検定、回帰分析など）。 

• 情報工学： ビッグデータ処理、機械学習、生成 AI の活用。 

• 機械工学： センサーを通じた実世界のデータ解析とシミュレーション。 

これらは医療での早期疾患発見、行政の業務デジタル化、地域の課題解決などに活

用されており、学生が将来のキャリアイメージを持つための重要な材料となります。 

4. 教育現場での ICT・データ活用 

教育におけるデータ活用には、「教師側」と「児童生徒側」の両面からメリットがありま

す。 

教師による指導支援（LMS の活用） 

学習管理システム（LMS）を通じて、学習ログ、テスト結果、児童生徒の入力データを

蓄積・分析します。これにより、個々の子供がどこで躓いているかを客観的に把握し、

**「評価と指導の一体化」**を促進できます。 

児童生徒による個別最適な学び 

自分の学習履歴がフィードバックされることで、自分に合った教材や学習方法を選択

できるようになります。これにより、教師は教育方法の改善に、児童生徒は思考や表

現の深化に集中できるようになります。 

5. 発達段階に応じた教育展開 

発達段階に合わせて、同じデータ（オープンデータ等）を用いてもアプローチを変える

ことが重要です。 

段階 学習内容の例 

小学校 気象や給食のデータをグラフ化し、傾向を読み取る。 

中学校 
数学や理科の知識を用い、実験データの整理や GIS（地理情報システム）

での可視化を行う。 



段階 学習内容の例 

高等学

校 

Python等のプログラミングを用いた分析、人流データの統計的調査、マー

ケティング分析。 

Google スプレッドシートにエクスポート 

6. 探究的な学びと地域社会への応用 

近年重視されている「総合的な学習（探究）の時間」では、データサイエンスの手法が

威力を発揮します。 

1. 課題設定： 生成 AI や議論を通じて「問い」を立てる。 

2. 情報収集・分析： 地域のオープンデータ（気象、交通量、人流など）を活用。 

3. 共同学習： グループワークやメタバース（仮想空間）での議論を通じ、他者の

視点を取り入れ、自分の考えをアップデートする。 

4. 解決策の提案： 分析に基づいたビジネスモデルや街づくりの提案を行う。 

7. 結論：データサイエンス教育の本質 

データサイエンス教育とは、単に計算手法を学ぶことではありません。得られたデー

タから「何を読み取るか」「どのような仮説を立てるか」という思考プロセスそのもので

す。 

データを通じて「なるほど」という実感を持ち、自らの学びを調整していく「自己調整学

習」の力を育むこと。そして、教科横断的な視点で情報を活用する力を養うこと。これ

こそが、AI 時代を生きる主権者として、大学、そして社会へと繋がっていくための真に

強力な武器となります。 

 


